
                                      

 

 

 

 

 

 

 

 

  

   

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

日 曜 １２ 月 の 主 な 行 事 

１ 火  

2 水  

３ 木  

４ 金 委員会活動 

５ 土  

６ 日  

７ 月 学芸会特別日課開始 放課後算数 3.5年 

８ 火  

９ 水  

10 木  

11 金  

12 土  

13 日  

14 月 大掃除・靴箱清掃週間 放課後算数 4.6年 

15 火  

16 水  

17 木  

18 金 クラブ日課 学芸会前日作業 6年 

19 土 学芸会保護者公開 

20 日  

21 月 振替休業 

22 火  

23 水  

24 木 
特別日課（1～4年午前授業給食なし） 

（5.6年 6時間授業弁当あり） 

25 金 2学期終業式 午前授業給食なし 

26 土 冬季休業（1月 11日まで） 

27 日  

28 月  

29 火  学校閉庁日 

30 水 学校閉庁日 

31 木 学校閉庁日 大晦日 

【学校教育目標】 
・深く学ぶ子 

・心豊かな子 

・健康な子  

・未来をつくる子 

北海道室蘭市立白蘭小学校 学校便り 
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＜保護者への情報提供＞ メールで速報発信、文書による周知 

①児童（教職員）に感染者が発生したこと 

②濃厚接触者の特定のために疫学調査が行われる可能性があること 

③消毒や疫学調査実施のため臨時休業になる可能性があること（学校、学年、学級） 

 

＜保健所、市教委との協議＞  

①学校関係者に対する調査の必要性の有無 

②公表に関する保護者の同意の有無（報道、保護者、道など） 

③校内消毒の必要性の有無 

④休業措置の必要性、対象範囲など 

⑤PCR検査結果による今後の対応について 

 

＜保健所による疫学調査の実施＞ 市教委と保健所との連携により行ないます。 

陽性者の行動履歴の追跡、濃厚接触者の特定 

①濃厚接触者の特定は、判明した日の夕刻 

②疫学調査は、管理職と担任の協力のもと実施。他は、調査の範囲により判断。 

③疫学調査は発症の二日前までさかのぼって実施。 

④濃厚接触者又は疑いのある人への PCR検査の要請、実施。 

 

 いつ陽性者が出てもおかしくない今の状況です。もし感染者が出た場合、およそ以下のような

対応を迅速にとってまいります。引き続きお子様の健康管理をよろしくお願いします。 

児童に対して、もし誰かが感染したとき、感染してしまった友達や周囲との関わり（差別やい

じめ等）について、相手の身になって考えること、自分に置き換えて考えることの大切さを改め

て学級指導しました。そして、不安にならないよう、もし罹ってもみんなが温かく見守ってくれ

ること伝えました。ご家庭でも「差別、偏見」について話題にしていただければと思います。 



  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 当初、日本製鉄の工場見学を予定して

いましたが、コロナ禍により見学不可と

なってしまったため、日本製鉄のご配慮

により出前授業をしていただきました。 

 車の部品の一部である鉄製品の強さを

体験させていただいたり、鉄づくりに関

することや日本製鉄の鉄製品について、

お話とビデオにより色々学ぶことができ

ました。 

鉄の街として栄えてきた室蘭に住む子

ども達は、改めて鉄に興味を持つことが

でき、とても有意義な時間になりました。 

７月にもお伝えしましたが、１２月２５日の終業式に

は通知表「あゆみ」を持ち帰りません。２学期終了の

節目として、個人成績表をお渡しします。単元テスト

に基づいた結果です。お子様といっしょにできている

点や弱点を把握していただきながら、その努力やが

んばりに対する声かけをどうぞよろしくお願いします。 

なお、後期の通知表「あゆみ」の配布は、 

令和３年３月２５日を予定しております。 

鉄の原料である本物の鉄鉱石や室蘭の観光名物の「ボルタ」を一人一人にもらい、子ども達は思

いがけないプレゼントに大喜びでした。 

日本製鉄の皆さん、ありがとうございました。 

 

 国語の「お手紙」の単元のゴール、学んだことの集

大成として 2 年生は音読劇を行いました。 

 「校長先生、見に来てください」と招待され、子ど

も達の頑張る様子を見せてもらいました。場面ごとに

グループで別れて練習してきた子ども達は、ナレータ

ーの言葉に合わせて、人物の気持ちを考えながら表情

をつけたり、動作を工夫したりしながら上手に発表し

ていました。一人一人が友達の発表のいいところを伝

え合い、皆で達成感を味わっていました。 

 今年度２回目の公開授業研究会が行われ、２年

生の小倉教諭が、国語の授業を公開しました。 

今回は、感染対策をとりながら全職員が授業を

参観、そしてこの日は、胆振教育局と室蘭市教育

委員会の方も来校し、指導法や児童の様子につい

て協議をしました。 

 「がまくん」と「かえるくん」がお手紙を通じ

て、かえるくんのやさしさに触れる物語を子ども

達は一生懸命読みながら、登場人物のしたことや

気持ちを考え発表、交流していました。 

 たくさんの参観者がいる中で、多少の緊張もあった子ども達でしたが、いつもと変わらない意欲

満々、やる気満々、元気いっぱいの子ども達でした。 

 この単元のゴールは、登場人物になりきって音読劇を行うことです。その目標をしっかり意識し、

その成功を目指して頑張っている姿に参観した先生方から称賛の声がたくさんあがりました。 


